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研究成果報告概要
2002年より枯葉剤に含有されていたダイオキシン類による生体影響に関す
る疫学的研究を、ベトナム国内の撒布地区として、QuangTri省CamLo県Cam
Chinh村､対照地区(非撒布地区）として､HaTinh省CamXuyen県CamPhuc村
を調査地区として実施してきた。その結果、撒布地区住民の生体試料（血清、
母乳、皮下脂肪）中のダイオキシン類(TEQレベル）濃度が非散布地区住民よ
り有意に高値であることを既に明らかにしてきたが、ダイオキシン類の各異性
体比率の検討では、最も毒性の強い2,3,7,8-TCDDの比率は相対的に低かった。
この結果は、従来の報告とは異なる。
そこで、本研究の目的は、土壌。水底等の環境試料、魚類・家禽類等の生態
試料、人の血清や母乳をベトナムの汚染地区並びに非汚染地区より採取し、ダ
イオキシン類の各異性体の比率を明らかにし、相互の関連性について検討する
ことにより、ダイオキシン類の環境汚染源を解明することであった。
そのために、2005年より2007年までの3年間、毎年8月に12～14日間、上
記の両地区で継続的に調査を実施した。
環境試料については、2006年に入手したベトナム土壌27試料（枯葉剤撒布
地区20試料、非撒布地区7試料）中のダイオキシン類分析を、石川県保健環境
センターの協力を得て分析した。その結果、枯葉剤撒布地区のダイオキシン類
濃度は平均値19pg-TEQ/g(範囲:QO35-llpg-TEQ/g)で、非撒布地区の平均値
0.38pg-TEQ/g(範囲:0.050-l｡9pg-TEQ/g)より有意に高値を示した。次に、同
族体中に占める異性体比率を見ると、2,3,7,8-TCDD等7つの異性体が両地区間
で有意な差を認めた。ちなみに石川県内の土壌と比べると、2,3,7,8-TCDDと
1,2,3,7,8,9-HxCDFの2異性体比率が枯葉剤撒布地区で高く、枯葉剤に不純物と
して含有されていたダイオキシン類の異性体分布の特徴を反映していると推測
された。
一方、生体試料として、母乳中のダイオキシン類の分析結果では、PCDDsで
は、1,2,3,6,7,8-HKCDD、HpCDD、OCDDの異性体がトップになるようなピー ク
が見られるのが特徴で、ピークの高さは塩素数が増えるにつれて高くなってい
く。撒布地区のTCDDのレベルは最も高かったが、異性体パターンは、他集団
（非撒布地区と日本国内2地区）と似通ったパターンを示した。PCDFsは、
1,2,3,4,7,8-HxCDFをトップとした比較的ブロー ドなピー ク(HxCDF全体にわた
る)と、l,2,3,4,6,7,8-HpCDFをトップとした比較的大きなピー クが撒布地区にの
み認められた。
以上の結果より、撒布地区の異性体パターンは特異的であり、枯葉剤による
影響が考えられる。
これらの成果は、2007年9月に東京で開催されたDioxin国際会議で城戸が
担当したセッションで城戸自身により、口頭発表した。また、2007年ll月に
城戸がベトナムを訪問し､この結果について､ベトナム側共同研究者に報告し、
今後の研究計画に関しても検討した。さらに、この内容は著書"PersistemO唱肌ic
Pollutants(POPS)ResearchinAsia"に収録された。
但し、生態試料として養殖池の淡水魚を2005年に採取したが、日本国内での
分析協力機関が選定できず、いまだ分析しえていない。また、当初計画してい
た家禽類や家畜試料についてはその頃より流行し始めた烏インフルエンザや口
蹄疫の感染症対策のために日本国内への上記試料の搬入が禁止ないし厳しく制
限されていたために実現不可能であった。そのため、環境試料、生態試料、生
体試料中のダイオキシン類異性体の相互の関連性を明らかにするまでには至ら
ず、今後ともこの可能性について追求して行くつもりである。
